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4. セットアップ先を指定する画面になりますが、特に必要が無ければ、そのままにしておいてください。 

 
5. セットアップボタンを押して、セットアップを開始します。 

 
6. 完了ボタンを押して、セットアップを終了します。 
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7. インストール先に、プログラムが配置されます。 

 
8. Inventorを起動すると、図のように、「スターアップ」タブに「InvTool」リボンが表示されます。 

 
このように表示されていたら、セットアップが正しく行われています。 

アンインストール方法 

1. コントロールパネルの「プログラムのアンインストール」から、InterferenceAnalysisを選択し、アンインスト

ールを実行します。 

2. ダイアログの説明に従って、アンインストールを進めます。 
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ツールの実行方法 

1. アセンブリドキュメントをOpen 

2. 「検査」タブの「干渉」リボンの干渉部表示コマンドを実行します。 

   
3. 干渉部分が、別ファイルにコピーされたものが表示されます。 

 
干渉部分を、フィーチャにして表示します。また、ネジの干渉と思われる場合は、ネジの呼びをフィーチ

ャ名に追加します。 
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操作方法 

YouTube の動画を参照ください。 

http://www.youtube.com/watch?v=mRILf-6EIv0 

コマンドを実行する以外に特に操作することはありません。ただ、干渉部の数が20個より多いときは、処理を

続けるかどうかのダイアログが表示されます。干渉件数が多ければそれだけ処理時間は要します。 

干渉部分は、パーツドキュメントとして保存され、元のアセンブリに配置されます。アセンブリモデル上で干渉

部分を編集した状態で処理を終了しますので、干渉部位がよくわかります。 

色の違いは、ネジ部の干渉かどうかの結果です。 

サーフェスのフィーチャになっていますが、面が閉じたサーフェスになっているので、プロモートすることでソリ

ッドに変換することができます。 

ねじ部の干渉と区別する 

干渉チェックで表示される干渉のうち、ネジ穴の部分の干渉と思われる場合は、他の干渉と区別して表示しま

す。 

1. ケース１ 

円筒面が二つだけで、その他の面の数が３つ以内の場合 

ネジの勘合部分のもっとも一般的なケースなので、このケースにマッチした場合は、干渉部分の色

を「黄色」にします。 

2. ケース２ 

干渉部分のすべての面のうち、径がもっとも小さい円筒面の径と、雌ネジの山の径の規格値とを比べて、値

が一致した場合 

径が一致するのでネジ穴であることが考えられる。このケースにマッチした場合は、干渉部分の色を

「オレンジ」にして、さらに、干渉部のフィーチャの名称に、マッチしたネジの呼びを追加します。アセ

ンブリドキュメントの単位設定が「インチ」の場合は、ANSIのインチネジで呼びを探します。 

これ以外の場合は、他の原因による干渉と考えられるので、干渉部分の色を「赤色」にします。 

ほとんどのネジ部は、これで区別することができますが、例外がありますので、注意が必要です。たとえ

ば、M8の呼びのネジ穴に、M10のボルトがついていた場合、ネジ穴と判断されてしまいます。 

 

 


